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２０１３年度予算に対する防衛省の概算要求のうち、復興予算の枠内に要求している情報

保全隊関係分を削除するよう求める要望書 

 

２０１２年１１月１日 

 

自衛隊の国民監視差止訴訟原告団        

団長  後藤 東陽 

自衛隊の国民監視差止訴訟を支援するみやぎの会 

代表  伊藤 博義 

 

 私どもは、自衛隊情報保全隊による国民監視の差止と損害賠償を求めて裁判を起こし、

現在、仙台高裁で係争中です。控訴団は、東北６県の９４人ですが、そのほとんどが東日

本大震災の被災三県に居住しており、津波被災者もいます。この訴訟を支援しているみや

ぎの会に参加している個人・団体は、何らかの形で被災地の支援に取り組んでいます。し

たがって私どもは、国民に負担していただいた財源による復興予算が、被災者の生活再建

や被災地の復興と無縁な目的に流用されていることに深い憤りを覚えています。 

その最中に、防衛省の来年度予算概算要求で、復興予算の中に情報保全隊の活動に関わる

８０３５万円余が盛り込まれていることがわかりました。情報保全隊の活動は人権侵害の

国民監視で、被災地の復興とはまったく無縁です。仙台地裁が３月２６日、監視は違法と

いう判決を下しており、違法な活動に復興予算を引き当てることは二重三重に許されない

ことです。 

東日本大震災のあと、自衛隊の救助･救援活動に対して被災地で大きな感謝の念が広がり

ましたが、情報保全隊の違法な活動への復興予算の流用は、自らこれを無に帰すことにも

なります。 

以上の理由で、以下の３項目について、要望いたします。 

 

１、２０１３年度予算に対する防衛省の概算要求のうち、復興予算の枠内で予算要求して

いる情報保全隊関係の８０３５万円余を全額削除すること。 

２、 ２０１３年度予算に対する防衛省の概算要求から、国民監視に関わる予算をすべて削

除すること。 

３、情報保全隊以外の部隊に関わる予算要求で、被災者支援及び被災地と無関係な予算を

復興予算として請求しているものを見直し、復興予算は被災地のために使うよう改める

こと。２０１２年度予算についても、被災地復興と無縁の予算は可能な限り返上するこ

と。 

以上 
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情報保全隊の国民監視差止を求めている原告団･弁護団、支援する会の活動の監視を直ちに

止めるよう求める要望書 
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団長  後藤 東陽 

自衛隊の国民監視差止訴訟を支援するみやぎの会 

代表  伊藤 博義 

 

 私どもは、自衛隊情報保全隊による国民監視の差止と損害賠償を求めて裁判を起こして

おり、現在、仙台高裁で係争中です。 

国は控訴審において、元陸上自衛隊情報保全隊長の鈴木健氏を証人として申請しました。

一審において私どもが情報保全隊幹部および元幹部の証人申請を提出した際に、前任者の

北沢俊美氏はすべて不同意としていたので、前進的な変化と受けとめています。私どもは、

鈴木健氏だけでなく、当時の陸上自衛隊情報保全隊東北情報保全隊長、現在の自衛隊情報

保全隊司令の立花等顕陸将補の計三氏を証人申請しており、全員の証人採用に同意してい

ただくことを希望しております。 

さて、「しんぶん赤旗」の９月４日の報道で情報保全隊の新たな内部文書が発覚し、国民

監視が今も継続していることが明らかになりました。とくに重大なことは、私どもが２０

１０年１２月１５日に仙台市戦災復興記念館で開催した集会を情報保全隊が監視し記録し

ていたことです。 

イラク戦争当時の国民監視について、自衛隊は一部の過激派の行動を引き合いに出して、

イラク派兵反対運動から隊員と家族を防衛するためだったと「正当化」しましたが、２０

１０年１２月はすでに自衛隊はイラクから撤退しています。私どもは、裁判を受ける権利、

言論の自由、結社の自由などの国民が保持している権利にもとづいて平和的・合法的手段

で活動しており、件の集会は関係者だけが屋内で集まったもので、自衛隊員および家族に

何の脅威も及ぼさないものです。にもかかわらず記録されていたことは、私どもの活動が

日常的に監視されていると類推せざるをえません。 

以上の理由で、以下の二項目について要望いたします。 

１、２０１０年１２月１５日に私どもが開催した集会を、いかなる理由で監視したのか、

説明してください。この日以外にも私どもの活動を監視したことがあるのか、明らかに

してください。 

２、仙台地裁は３月２６日、監視は違法と判決を下しました。この判決を尊重して、今後

は原告団・弁護団および支援するみやぎの会の活動を情報保全隊が監視しないことを約

束してください。 

以上 

 


